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BMrPP心筋集積とを対比 した.

｢結果｣① 頻度. 1型 CD36欠損症は HCM 2例,

DCM l例,OMI2例,狭心症 2例,虚血性心疾患 1

例の計 8例にみられた.打型 CD36欠損症はHCM 3

例,持CM l例,OMIl例,狭心症 5例,虚血性心疾

患3例,その他3例の計16例にみられた.② 123ヱIBM壬PP

との関係. 王型 CD36欠損では,且23トBM王PP心筋額

袈横がみられた.

｢総括｣心疾患では CD36欠損症が多 く, 王型 CD36

欠損では 王23トBMIPP心筋観衆積と開孫する,

3)洞停止が誘発 された嘩下性墓碑の1例
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【症例】症例は70歳男性事既往歴には4年来の糖尿病

がある.喫煙40本/E3.現病歴は 1992年頃から年に3-

4回,食事中に固形物が喉につかえた時に数秒間の意識

消失を起こすようになった.近医より紹介され入院 した.

心電図で洞徐脈を認めた.ホルター心電図では心拍数35

-ノ81//分で日中も心拍数30台の洞徐脈が多 く,最大 1,8

秒の洞停止を認めた.Shellong試験と headupt皇it試

験が陽性であった.頚部-胸部 CT と食道造影は異常

なかった.心臓カテ-テル検査では左前下行枝の90%狭

窄を認め,電気生理検査では洞機能で補正洞結節回復時

間が 700msであった.食道パル-ン加圧により最大2.35

秒の洞停止が再現性を持って誘発され,硫酸ア トロピン

投与後には誘発されなくなった.【考案】嘩下性失神の

機序は不明であるが,今回の症例では食道壁の伸展刺激

が迷走神経遠心性線維を介Lて洞停止を引き起こしたと

推察される.

都 心 サル コイ ド- シスによる房室 ブ ロックに

プ レ ドニ ゾロンが署効 した 2例
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【目的】完全房室ブロック (以下 CAVB)を主訴とし

た心サルコイド…シスに対するプレドニソロソ (最下 PSL)

の効果を考察する.

【症例】症例 1は,48歳女性.昭和62年 8月上旬から

意識消嚢発作が出現し,CAVB を認めたため入院 した,

落部 f)ソバ節生検にてサルコイド…シスと診断された,

相月19日から PSL50mg を授与 したところ18日後に

AVB は消失 した,症例2は,63歳女性.以前から肺生

検にてサルコイド-シスと診断されていた.8年11月下

旬から息切れが出現 L CAVBを認めたため入院 Lた,

翌年2月3日から PSL50m宮を投与 したところ,5ユ

E3後に AVB は消失 した.症例 3ほ,51歳女性申最前

からサル=]イト-シスと診断されていた.約3年前から

CAVBがあり,本年 7月23日から PSL を投をしたが,

現在改善 していない.

【考察】JLサルコイド一一シスによる AV竃 には,より

早期に PSL を授与することが蚤要であるモ

5)急速 に成長 し,特異な形態 を示 Lた左室血

栓の 1例
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【症例】71歳男性.1994年 1月労作性狭心症.当時よ

り某大学で肝硬変を指摘される.同年11月6E3急性心筋

梗塞にて当科入院,左前下行枝近位部閉塞に対 し direet

PTCA 施行,再疎通に成功するがその後荷狭窄のため,

蒋 PTCA および STENT植え込みを行 う.1995年 5

月以降,食道静脈癌破裂による吐下血を繰 り返 したため,

内視鏡的静脈癌結熟および硬化療法を計 3回施行,抗凝

固療法は中止した.1997年 1月9日突然,構音障害出

現 L,当院神経内科入院. 1月13E3CT にて左右小脳

に多発梗塞を認め塞栓症を疑う. 且月17日心エコ-図で

は明らかな心内血栓は認めなかったが, 2月17日再検時

の心エコ-図では左室内に長径 6cm の巨大 polyp状

血栓が認められ 2月20日血栓および山部心筋の切除術

が施行された (当乱 心エコ-図 VTR および術中ス

ライド提示).

【考案】塞栓症状を来す左室血栓の率には,本例の様

に急速に成長 し剥離するタイプもあると考えられるが,

寿命が短いため画像で捕 らえられる機会は極めて稀と思

われる.器質的心病変がある場合は,エコ-を繰 り返す

ことも必要.また発見後は緊急手術が必要と考えられる.


